
（
イ
土
）
（
ワ
】
）

伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
’
一
六
三
六
）
が
家
臣
支
倉
常
長
（
一
五
七
一
’
一
六
一
三
）
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
神
父
旨
一
品
。
且
。
（
一
五
七
四
’
一
六
二
四
）

を
使
節
と
し
て
新
イ
ス
パ
’
一
ャ
と
イ
ス
パ
ニ
ャ
経
由
で
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
た
慶
長
使
節
（
ニ
ハ
一
三
’
二
○
）
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
鎖
国
時
代
の

（
３
）

日
本
で
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
岩
倉
具
視
（
一
八
一
三
’
八
三
）
を
全
権
大
使
と
す
る
岩
倉
使
節
団
（
一
八
七
一
ｌ

ヴ
ニ
ネ
ツ
ア

七
三
）
が
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
五
月
二
十
九
日
威
尼
西
府
古
文
書
館
で
、
天
正
使
節
（
一
五
八
二
’
九
○
）
の
書
翰
五
葉
に
混
っ
て
、
一
六
一

（
４
）

五
年
（
元
和
１
）
二
月
二
十
四
日
と
一
六
一
六
年
の
日
付
で
、
支
倉
六
右
衛
門
長
経
と
署
名
し
た
二
通
の
書
翰
を
発
見
し
、
次
い
で
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
六
月
二
十
五
日
明
治
天
皇
奥
羽
御
巡
幸
の
際
、
仙
台
で
開
か
れ
た
博
覧
会
に
仙
台
評
定
所
切
支
丹
所
に
没
収
、
保
管
さ
れ
て
い

た
支
倉
常
長
の
将
来
品
が
出
陳
さ
れ
て
よ
り
、
世
人
の
注
目
を
惹
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
５
）伊
達
政
宗
は
慶
長
六
年
（
一
六
○
一
）
四
月
新
し
く
造
営
し
た
仙
台
城
に
入
る
や
、
城
下
町
に
五
万
二
千
人
の
市
民
を
定
住
さ
せ
、
商
品
の

流
通
、
統
制
を
図
り
、
領
民
に
は
漆
、
桑
、
楮
、
竹
、
松
、
杉
、
桐
な
ど
の
植
付
を
義
務
づ
け
、
そ
の
伐
採
を
許
可
制
と
し
た
。

ま
た
、
金
、
銀
の
採
掘
を
奨
励
し
、
製
鉄
、
製
塩
を
創
め
、
馬
匹
育
成
に
努
め
、
と
く
に
新
田
の
開
墾
に
力
を
つ
く
し
、
六
十
万
石
の
仙
台

領
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
ま
で
に
百
三
万
石
の
禄
高
に
達
し
た
。

さ
ら
に
、
政
宗
は
北
上
川
を
改
修
し
て
石
巻
港
を
整
備
し
、
買
米
制
度
に
よ
っ
て
買
い
つ
け
た
米
を
石
巻
に
集
め
、
江
戸
に
廻
米
し
た
量
は

慶
長
使
節
と
南
蛮
医
学

ま
え
が
き

郡
蕊
罐
欝
塞
計
醸
〕
涛
昭
和
五
十
七
年
六
月
十
日
受
付

山
形
敵
一
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最
高
五
十
万
石
に
達
し
、
年
間
利
益
は
約
五
万
両
に
の
ぼ
り
、
藩
収
入
の
四
○
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

徳
川
家
康
（
一
五
四
二
’
二
ハ
ニ
○
は
西
日
本
と
ル
ソ
ン
と
の
貿
易
の
ほ
か
に
東
日
本
と
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
と
の
通
商
を
開
こ
う
と
考
え
て
、

イ
ギ
リ
ス
人
航
海
士
君
旨
凹
ヨ
シ
烏
日
唖
（
日
本
名
三
浦
按
針
一
五
六
四
’
一
六
二
○
）
の
設
計
に
よ
っ
て
伊
豆
国
伊
東
で
建
造
さ
せ
た
日
本
船
サ

ン
・
ブ
ェ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
号
で
、
マ
’
一
ラ
よ
り
イ
ス
・
ハ
ニ
ャ
ヘ
帰
任
の
途
日
本
に
立
ち
寄
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
臨
時
総
督
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
ロ
ロ
○
口

届
８
．
掲
・
急
ぐ
ｇ
ｏ
を
送
り
届
け
な
が
ら
田
中
勝
介
ら
を
浦
賀
よ
り
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
六
月
十
三
日
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
に
派
遣
し
た
。

し
か
る
に
、
新
イ
ス
。
〈
ニ
ャ
副
王
（
急
の
。
ａ
）
の
サ
リ
ナ
ス
侯
ヴ
ェ
ラ
ス
コ
昌
凹
昌
』
①
顕
号
普
冒
農
〉
Ｃ
Ｏ
国
Ｆ
ｇ
ｍ
号
ぐ
。
頁
８
は
答
礼
大

使
に
任
命
し
た
ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
幣
冨
“
冒
旨
急
Ｎ
８
旨
。
（
一
五
五
一
’
一
六
一
五
）
に
日
本
近
海
の
金
銀
島
探
険
隊
司
令
官
を
も
兼
ね
さ
せ
、

静
自
国
四
口
。
胃
。
号
に
田
中
勝
介
ら
を
乗
せ
て
、
慶
長
十
六
年
五
月
一
日
浦
賀
に
入
港
し
た
。

徳
川
家
康
の
後
を
嗣
い
で
将
車
と
な
っ
た
秀
忠
（
一
五
七
九
’
二
ハ
三
二
）
も
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
と
の
通
商
を
企
図
し
、
伊
東
で
建
造
し
た
日
本

船
留
目
牙
冨
“
冒
口
号
を
ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
の
乗
船
と
と
も
に
新
イ
ス
パ
’
一
ャ
に
派
遣
し
よ
う
と
し
た
が
、
金
銀
島
探
険
の
使
命
を
持
つ
ヴ

ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
に
拒
否
さ
れ
た
。
止
む
を
得
ず
、
秀
忠
は
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
ロ
や
ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
と
謁
見
の
時
に
通
訳
を
つ
と
め
た
ソ
テ
ー
ロ
を

正
使
に
任
命
し
、
慶
長
十
七
年
（
ニ
ハ
三
一
）
九
月
九
日
浦
賀
を
出
帆
さ
せ
た
が
港
外
で
難
破
し
た
。
ま
た
、
同
年
八
月
二
十
一
日
浦
賀
を
出

帆
し
、
金
銀
島
を
探
険
し
な
が
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
も
暴
風
雨
に
遭
い
、
同
年
十
月
十
五
日
浦
賀
に
帰
港
し
た
。

こ
こ
に
、
伊
達
政
宗
に
よ
る
慶
長
使
節
の
計
画
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

た
の
は
ソ
テ
、
！
ロ
の
献
策
で
あ
る
。

徳
川
家
康
・
秀
忠
の
企
図
し
て
い
た
東
日
本
と
新
イ
ス
。
〈
’
一
ャ
の
通
商
交
渉
を
継
承
し
た
の
は
伊
達
政
宗
で
あ
る
が
、
そ
の
導
火
線
と
な
っ

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
七
月
二
十
二
日
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
シ
ャ
ヴ
ィ
ェ
ル
淳
脚
国
。
胃
○
号

伊
達
政
宗
と
慶
長
使
節
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〆
騨
く
目
（
一
五
○
六
’
五
二
）
が
イ
エ
ズ
ス
会
創
立
者
の
一
人
で
あ
っ
た
関
係
も
あ
り
、
ま
た
一
五
八
五
年
（
天
正
哩
）
一
月
二
十
八
日
法
王
グ

レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
が
日
本
の
伝
道
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
限
る
と
い
う
教
書
を
発
布
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ

こ
の
よ
う
な
秀
吉
・
家
康
の
禁
教
令
は
、
イ
ェ
ズ
マ
〈
会
と
密
着
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
市
場
独
占
の
打
破
を
も
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
と

に
家
康
は
東
日
本
と
ル
ソ
ン
の
イ
ス
パ
’
一
ャ
商
人
と
の
通
商
を
企
図
し
て
い
た
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
十
一
月
九
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
の

使
節
と
し
て
来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
ヘ
ロ
ニ
モ
神
父
詩
８
昌
目
。
：
芳
呂
“
を
介
し
て
家
康
が
通
商
交
渉
を
開
始
す
る
や
、
了
一
ラ

に
待
機
し
て
い
た
イ
ス
パ
ニ
ャ
系
修
道
会
の
会
員
は
使
節
に
同
行
し
て
来
日
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
布
教
を
悲
願
と
し
て
マ
ニ
ラ
に
来
て

い
た
ソ
テ
ー
ロ
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
○
三
）
七
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
閣
島
。
号
シ
２
冒
の
書
翰
を
携
え
た
前
管
区
長
ブ
レ
メ

オ
目
侭
○
号
陣
③
目
８
と
同
行
し
て
来
日
し
た
。

（
２
）ソ
テ
ー
ロ
は
慶
長
十
一
年
（
一
六
○
六
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
浅
野
幸
長
の
和
歌
山
城
下
で
伝
道
を
行
っ
た
の
ち
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）

江
戸
修
道
院
長
兼
関
東
在
住
宣
教
師
の
遣
外
管
区
長
と
な
り
、
従
来
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
の
行
わ
れ
て
い
な
い
東
日
本
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

の
布
教
活
動
を
開
始
し
た
。
ソ
テ
ー
ロ
が
浅
野
幸
長
と
親
交
を
結
ん
だ
の
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
ス
神
父
が
幸
長
の
持
病
の
肝
癬
を
治
し
た
の
が
機

（
７
）

縁
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
ソ
テ
ー
ロ
が
政
宗
と
親
交
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
政
宗
の
側
室
の
難

病
を
教
会
附
属
病
院
長
ブ
ル
ギ
ー
リ
ョ
ス
罵
骨
ｏ
号
団
員
唱
筥
○
い
が
治
し
た
の
が
機
縁
と
な
っ
た
。

（
６
）

一
五
八
二
年
（
天
正
、
）
巡
察
使
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
琶
昌
鯵
ご
号
。
ご
昌
唱
〕
鼬
冒
。
（
一
五
三
九
’
一
六
○
六
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
は
十
五
万
の

キ
リ
シ
タ
ン
と
二
百
の
教
会
が
あ
り
、
京
都
と
有
馬
に
七
、
、
、
ナ
リ
オ
が
開
か
れ
て
い
た
。
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
六
’

九
八
）
の
禁
教
令
に
も
拘
ら
ず
、
二
十
六
聖
人
殉
教
の
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
人
口
は
三
十
万
と
な
り
、
家
康
が
禁
教
令
を

発
布
し
た
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
四
）
十
二
月
十
九
日
に
は
日
本
の
人
口
二
千
万
人
の
う
ち
二
百
万
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
り
、
一
四
三
人
の

神
父
が
い
た
。

券
一
○
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（
２
）

政
宗
は
側
室
の
難
病
が
ブ
ル
ギ
ー
リ
ョ
ス
神
父
の
投
薬
に
よ
っ
て
治
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
謝
礼
を
受
け
取
ら
ぬ
ソ
テ
ー
ロ
に
感
銘
を
受
け
、

ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
事
情
や
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た
。

政
宗
は
ル
ソ
ン
を
交
渉
相
手
と
す
る
家
康
、
秀
忠
の
意
図
を
継
承
し
た
が
、
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
と
イ
ス
パ
’
一
ャ
を
直
接
交
渉
相
手
に
え
ら
ん
だ

の
は
ソ
テ
ー
ロ
と
の
質
疑
の
う
ち
に
感
得
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
政
宗
と
ソ
テ
ー
ロ
と
の
間
に
介
在
し
た
の
が
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
後
藤

寿
安
（
一
五
七
六
’
一
六
三
六
）
で
あ
る
。
後
藤
寿
安
は
、
す
で
に
慶
長
使
節
に
内
定
し
て
い
た
支
倉
常
長
の
推
挙
に
よ
っ
て
政
宗
に
仕
え
た
の

は
慶
長
十
六
年
（
一
六
二
）
九
月
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
常
長
の
知
行
地
の
胆
沢
郡
小
山
村
（
現
胆
沢
町
）
に
隣
接
す
る
見
分
村
（
現
水
沢
市
）

に
知
行
地
を
与
え
ら
れ
た
。
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
よ
り
小
山
村
と
見
分
村
を
灌
概
す
る
寿
安
堰
の
工
事
に
着
手
し
た
と
き
、
そ
の
資
金
五

十
両
を
用
立
て
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
の
草
苅
玄
蕃
、
浅
利
主
膳
ら
と
政
宗
の
側
室
娼
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ブ
ル
ギ
ー
リ
ョ
ス
の
投
薬
で
難

病
の
治
っ
た
側
室
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
８
）
（
９
）

当
時
の
南
蛮
医
学
は
外
科
治
療
を
主
と
し
、
内
科
治
療
に
つ
い
て
は
多
く
は
漢
方
医
学
に
準
拠
し
て
お
り
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
入
洛

し
た
司
祭
冒
の
庁
匡
。
『
号
園
唱
呂
．
＆
・
は
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
○
七
’
九
四
）
に
持
病
の
診
療
を
乞
い
、
こ
れ
が
縁
と
な
っ
て
道
三
は
キ
リ
ス

し
た
が
っ
て
、
日
本
に
伝
来
し
た
当
初
の
南
蛮
流
内
科
は
精
神
的
暗
示
療
法
が
大
部
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
政
宗
の
側
室
娼
の

難
病
は
強
度
の
心
身
症
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

伊
達
政
宗
が
ソ
テ
ー
ロ
と
常
長
を
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
た
慶
長
使
節
（
一
六
一
三
’
二
○
）
の
目
的
は
、
家
康
と
秀
忠
の
意
図
を
継
承
し
て
東
日

本
と
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
と
の
貿
易
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
日
本
・
新
イ
ス
。
〈
ニ
ャ
通
商
航
海
条
約
を
締
結
す
る
た
め
に
は
イ
ス
パ
ニ
ャ
国
王

と
ロ
ー
マ
法
王
の
諒
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
ソ
テ
ー
ロ
に
説
得
さ
れ
て
、
使
節
を
新
イ
ス
パ
｜
一
ャ
だ
け
で
な
く
、
イ
ス
パ
ニ
ャ
と
ロ
ー
マ
ま

ト
教
に
改
宗
し
た
。

で
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
ｍ
）

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）

九
月
四
日
付
の
伊
達
政
宗
書
状
が
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
副
王
だ
け
で
な
く
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ
国
王
、
ロ
ー
マ
法
王
の
ほ
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か
に
新
イ
ス
。
〈
ニ
ヤ
の
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
会
総
長
直
属
管
区
長
、
イ
ス
パ
ニ
ャ
の
ブ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
総
長
直
属
イ
ン
ド
管
生
長
、
ロ
ー
マ
の
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
総
長
、
セ
ヴ
ィ
リ
ャ
市
宛
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ソ
テ
ー
ロ
の
指
示
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
（
１
）
（
刑
）

政
宗
は
ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
の
部
下
の
船
匠
や
幕
府
船
手
奉
行
向
井
将
監
忠
勝
の
部
下
の
公
儀
御
大
工
与
十
郎
、
水
手
頭
鹿
之
助
、
城
之
助
ら

の
協
力
を
得
て
、
秋
保
刑
部
頼
重
、
河
東
田
縫
殿
親
顕
両
奉
行
の
下
に
牡
鹿
郡
月
の
浦
（
現
石
巻
市
）
で
建
造
し
た
五
百
ト
ン
級
の
ガ
レ
ゥ
タ

・
ナ
ベ
ッ
タ
す
な
わ
ち
小
型
ガ
レ
オ
ン
船
サ
ン
フ
ア
ン
パ
プ
チ
ス
タ
号
醗
口
旨
煙
口
冒
昌
唾
薗
に
常
長
と
と
も
に
乗
り
込
ん
だ
ソ
テ
ー
ロ
は
、

フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
会
の
イ
バ
ー
ニ
ェ
ス
神
父
冒
侭
。
与
画
旨
鮮
と
ヘ
ス
ー
ス
神
父
揖
邑
四
ｇ
ｏ
：
嵜
眉
“
を
つ
れ
て
、
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
に
向
っ
た

の
は
慶
長
十
八
年
九
月
十
五
日
（
一
六
一
三
・
一
○
・
二
八
）
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
慶
長
使
節
で
、
一
六
一
四
年
一
月
二
十
八
日
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
の
ア
カ
プ
ル
コ
港
に
到
着
、
同
年
三
月
メ
キ
シ
コ
で
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
副

王
己
屑
。
鳥
目
脚
目
の
園
号
ｇ
ａ
ｏ
ｇ
）
冨
凹
昌
烏
乱
。
①
厘
且
巴
３
Ｎ
胃
に
会
見
、
同
年
十
二
月
二
十
日
イ
ス
パ
ニ
ャ
の
首
都
マ
ド
リ
ッ
ド
に
着

き
、
翌
年
一
月
三
十
日
国
王
ド
ン
・
フ
ェ
リ
・
へ
三
世
己
。
冒
厘
罠
弓
⑥
胃
に
謁
見
、
二
月
十
八
日
常
長
は
洗
礼
を
受
け
て
ロ
。
旨
醇
筐
唱
易

厚
四
目
ｇ
ｍ
２
吻
闘
×
２
国
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。
次
い
で
一
六
一
五
年
十
月
二
十
五
日
ロ
ー
マ
に
到
着
し
、
法
王
パ
オ
ロ
五
世
闘
○
さ
弓
に
謁

見
、
同
年
十
一
月
二
十
日
常
長
は
貴
族
に
列
し
、
・
ハ
ラ
チ
ノ
伯
に
任
ぜ
ら
れ
、
ロ
ー
マ
の
公
民
権
を
贈
与
さ
れ
、
法
王
よ
り
奥
州
に
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
の
司
教
を
置
き
、
学
林
８
．
房
四
・
）
を
設
立
す
る
こ
と
の
許
可
を
得
た
。
し
か
し
、
イ
ス
パ
ニ
ャ
並
び
に
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
と
の
間
の
通

商
航
海
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
副
王
、
マ
ニ
ラ
商
人
の
意
向
を
重
視
す
る
イ
ン
ド
顧
問
会
議
と
枢
密
会
議
の
反
対
、
ま
た
司

教
設
置
に
つ
い
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
抗
議
の
た
め
交
渉
が
進
ま
ず
、
最
終
的
に
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
三
月
徳
川

家
康
の
発
布
し
た
全
国
的
な
禁
教
令
の
強
化
に
よ
っ
て
失
敗
に
終
っ
た
。

支
倉
常
長
は
ロ
ー
マ
よ
り
の
帰
途
一
六
一
六
年
（
元
和
１
）
二
月
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
間
歌
熱
に
罹
り
、
次
い
で
同
年
六
月
セ
ビ
リ
ャ
で
刺
絡
を

必
要
と
す
る
重
病
（
肋
膜
肺
炎
で
も
あ
ろ
う
か
）
で
臥
床
し
、
一
六
一
七
年
（
元
和
３
）
六
月
に
至
り
、
ソ
テ
ー
ロ
と
と
も
に
イ
ス
・
〈
’
一
ャ
を
出
国
、

翌
四
年
（
一
六
一
八
）
三
月
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
の
ア
カ
プ
ル
コ
を
出
航
し
、
同
年
七
月
了
一
ラ
に
到
着
し
た
。
約
二
年
後
常
長
は
ソ
テ
ー
ロ
を
了
一

５ （5）



南
蛮
文
化
の
奥
州
伝
来

（
、
）伊
達
政
宗
は
六
歳
の
時
、
快
川
和
尚
の
高
弟
虎
哉
宗
乙
（
一
五
三
○
’
一
六
二
）
か
ら
漢
字
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
猪
苗
代
兼
如
と
そ
の
子

兼
与
よ
り
連
歌
を
学
び
、
兼
与
か
ら
古
今
集
の
伝
授
を
受
け
る
程
の
文
化
人
で
あ
っ
た
。

（
９
）
煙
草
は
元
来
マ
’
一
ラ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
院
附
属
病
院
で
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
の
使
節
と
し
て
再
度

来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
ヘ
ロ
ニ
モ
神
父
が
慶
長
六
年
（
一
六
○
一
）
七
月
二
十
七
日
伏
見
に
病
臥
中
の
家
康
に
煙
草
の
種
と
煙
草
で
つ

（
、
）
（
理
）

く
っ
た
薬
を
献
じ
た
の
が
、
わ
が
国
に
流
行
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
政
宗
は
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
五
月
八
日
江
戸
で
食
道
噴
門
癌
に

よ
る
癌
性
腹
膜
炎
で
死
亡
す
る
ま
で
、
最
後
の
病
床
で
も
朝
昼
晩
と
三
回
は
南
蛮
渡
来
の
タ
バ
コ
を
嗜
ん
で
い
た
。

（
蝿
）

最
近
改
築
さ
れ
た
瑞
鳳
殿
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
政
宗
の
副
葬
品
と
し
て
は
、
六
五
’
七
○
セ
ン
チ
の
キ
セ
ル
二
本
と
梨
子
地
煙
管
箱
お
よ

び
携
帯
用
日
時
計
に
混
っ
て
黄
金
製
ブ
ロ
ー
チ
、
銀
製
．
ヘ
ン
ダ
ン
ト
、
鉛
筆
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
政
宗
の
南
蛮

趣
味
が
生
涯
つ
づ
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
２
）政
宗
が
南
蛮
文
化
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
側
室
の
難
病
が
江
戸
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
院
附

属
病
院
長
ブ
ル
ギ
ー
リ
ョ
ス
の
投
薬
で
治
癒
し
た
の
が
機
縁
と
な
り
、
仙
台
領
の
布
教
を
許
さ
れ
た
ソ
テ
ー
ロ
が
翌
年
十
月
四
日
ヴ
ィ
ス
カ
イ

ー
ノ
及
び
三
人
の
伝
道
士
と
と
も
に
仙
台
に
着
き
、
仙
台
城
で
政
宗
に
公
教
要
理
を
説
い
た
の
が
始
め
で
あ
る
。
ソ
テ
ー
ロ
は
十
月
十
五
日
よ

り
仙
台
城
下
の
小
寺
院
で
布
教
を
開
始
し
た
が
、
こ
れ
は
遣
欧
使
節
に
内
定
し
て
い
た
常
長
の
推
挙
で
、
同
年
九
月
政
宗
に
仕
え
た
キ
リ
シ
タ

ラ
に
残
し
、
便
船
で
言
一
ラ
を
出
航
し
、
長
崎
を
経
て
仙
台
に
帰
っ
た
の
は
元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
八
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。
政
宗
に
帰

国
報
告
を
し
た
常
長
は
直
ち
に
知
行
地
の
胆
沢
郡
小
山
村
（
現
胆
沢
町
）
に
静
養
し
、
元
和
八
年
（
一
六
一
三
）
七
月
一
日
五
十
二
歳
で
病
没
し

た
。
重
篤
な
感
染
症
後
の
栄
養
失
調
症
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ソ
テ
ー
ロ
は
同
年
八
月
マ
ニ
ラ
よ
り
・
日
本
に
潜
入
し
た
が
、
長
崎
で

捕
え
ら
れ
、
大
村
牢
に
収
容
さ
れ
た
の
ち
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
七
月
十
二
日
火
刑
と
な
っ
た
。
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

／戸、

kbノ ６



（
２
）
（
７
）

ソ
武
士
後
藤
寿
安
（
一
五
七
六
’
二
ハ
三
八
）
の
仙
台
屋
敷
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ソ
テ
ー
ロ
は
同
年
十
一
月
三
十
日
政
宗
の
江
戸
屋
敷
に
帰

ク
シ
ヤ
ゴ
ト

っ
た
が
、
三
人
の
伝
道
士
は
そ
の
ま
ま
奥
州
に
残
り
、
仙
台
に
二
カ
所
（
草
刈
、
後
藤
）
、
秋
田
、
仙
北
、
南
部
に
各
一
カ
所
、
計
五
カ
所
の

（
Ｍ
）
（
咽
）
（
妬
）

教
会
を
建
立
し
た
。
草
刈
と
後
藤
は
、
元
和
三
年
（
ニ
ハ
一
七
）
十
月
十
八
日
イ
エ
ズ
ス
会
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
神
父
旨
’
・
日
日
。
号
シ
ョ
鳴
房

（
一
五
六
八
’
一
六
二
三
）
を
介
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
管
区
長
コ
ー
ロ
ス
巨
画
§
屋
号
○
○
日
。
“
を
経
て
イ
エ
ズ
ス
会
ポ
ル
ト
ガ
ル
管
区
代
理
者

ピ
ネ
ー
ロ
冒
房
号
国
目
の
§
に
証
文
を
送
っ
た
仙
台
領
貴
理
志
談
四
百
余
名
の
筆
頭
署
名
者
と
な
っ
た
後
藤
寿
安
と
草
苅
玄
蕃
平
登
路
重

長
で
あ
ろ
う
。
寿
安
は
］
＆
。
》
平
登
路
は
馬
号
。
で
、
仙
台
の
小
教
会
の
ク
シ
ャ
は
草
苅
玄
蕃
、
ゴ
ト
は
後
藤
寿
安
の
仙
台
屋
敷
と
考
え
ら

れ
る
。寿
安
は
常
長
の
推
挙
で
政
宗
に
仕
官
し
た
と
は
い
え
、
サ
ン
フ
ア
ン
↑
ハ
プ
チ
ス
タ
号
の
建
造
と
遣
欧
使
派
遣
に
つ
い
て
ソ
テ
ー
ロ
と
意
見
を

異
に
し
て
対
立
し
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
十
一
月
大
坂
冬
の
陣
の
の
ち
大
坂
か
ら
ア
ン
ジ
エ
リ
ス
神
父
を
奥
州
に
招
い
て
布
教
さ
せ
て

い
る
か
ら
、
有
力
な
イ
エ
ズ
ス
会
系
の
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
原
因
し
て
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
神
父
が
ロ
ー

マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
本
部
に
対
し
て
常
長
や
ソ
テ
ー
ロ
を
中
傷
、
証
告
す
る
記
事
を
書
く
原
動
力
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ソ
テ
ー
ロ
は
江
戸
の
牢
か
ら
釈
放
さ
れ
て
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
八
月
仙
台
に
到
着
し
、
月
の
浦
か
ら
出
帆
す
る
ま
で
の
約

一
カ
月
間
イ
等
〈
１
’
三
ス
神
父
目
侭
。
号
御
国
①
園
と
と
も
に
仙
台
領
の
信
徒
に
洗
礼
を
行
っ
て
い
た
。

ソ
テ
ー
ロ
は
イ
バ
ー
’
三
ス
神
父
と
ヘ
ス
ー
ス
神
父
侭
目
四
日
○
号
嵜
呂
の
を
伴
っ
て
乗
船
す
る
と
き
、
江
戸
か
ら
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
神
父

の
仙
台
派
遣
を
要
請
し
、
差
し
あ
た
り
慶
長
十
六
年
（
一
六
二
）
十
月
江
戸
か
ら
仙
台
に
伴
っ
た
三
人
の
伝
道
士
に
信
者
の
伝
道
を
任
せ
て

し
か
る
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
か
ら
ソ
テ
ー
ロ
の
後
任
と
し
て
仙
台
に
着
任
し
た
の
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
十
月
、
マ
’
一
ラ
残
留
の
ソ
テ

ー
ロ
の
書
翰
と
進
物
を
政
宗
に
届
け
に
来
た
ガ
ル
ヴ
エ
ス
神
父
国
鈎
目
爵
８
①
巳
ぐ
の
唖
（
一
五
七
四
１
ニ
ハ
ニ
三
）
で
あ
る
。
次
い
で
、
元
和
六
年

（
ニ
ハ
ニ
○
）
ガ
ル
ヴ
エ
ス
神
父
が
最
上
地
方
に
転
出
し
た
の
ち
零
ハ
ラ
ハ
ス
神
父
国
自
凰
ｍ
８
呼
旦
陽
（
日
本
名
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
孫
右
衛
門
）
が
仙

、
ア
ー
。

↓
可
沢

７ （7）



（
２
）
（
皿
）

支
倉
常
長
は
一
六
一
五
年
（
元
和
１
）
二
月
十
七
日
マ
ド
リ
ッ
ド
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
院
で
イ
ス
パ
’
一
ャ
国
王
ロ
。
冒
團
農
弓
⑦
三
世

と
フ
ラ
ン
ス
王
妃
の
臨
御
の
も
と
に
洗
礼
を
受
け
、
ロ
。
冒
厚
匿
唱
匡
唾
同
国
目
。
胃
厨
園
×
①
２
３
の
教
名
を
与
え
ら
れ
、
次
い
で
同
年
十
一
月

二
十
日
ロ
ー
マ
法
王
園
。
］
○
五
世
は
常
長
と
そ
の
子
孫
を
法
王
の
廷
臣
と
し
て
パ
ラ
チ
ノ
伯
に
任
じ
、
前
例
の
な
い
私
の
祈
願
所
を
設
け
る

（
刀
）
（
蝿
）

許
可
を
与
え
て
い
る
・
そ
の
常
長
を
棄
教
者
と
し
て
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
に
報
告
し
た
の
は
ア
ン
ジ
エ
リ
ス
神
父
で
、
パ
ジ
エ
ス
Ｆ
８
旨

（
２
）

囲
鴨
ぃ
（
一
八
一
四
’
八
六
）
ら
多
く
の
学
者
は
常
長
の
棄
教
説
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
胆
沢
郡
小
山
村
（
現
胆

沢
町
）
で
病
没
し
た
常
長
の
臨
終
に
は
、
マ
ニ
ラ
か
ら
常
長
に
同
行
し
て
来
た
デ
イ
エ
ゴ
神
父
目
侭
。
号
醗
目
卑
騨
目
鳥
８
の
命
令
で
、
政
宗

に
ソ
テ
ー
ロ
の
書
翰
と
進
物
を
届
け
て
布
教
を
許
さ
れ
た
ガ
ル
ヴ
エ
ス
神
父
が
常
長
に
臨
終
の
秘
蹟
を
授
け
た
こ
と
を
ソ
テ
ー
ロ
に
伝
え
、
ソ

テ
ー
ロ
は
一
六
二
四
年
（
元
和
、
）
一
月
二
十
日
大
村
牢
か
ら
法
王
に
宛
て
た
書
翰
で
、
常
長
の
臨
終
を
報
告
し
て
い
る
こ
と
は
常
長
を
棄
教

者
と
す
る
の
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
謹
告
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
奥
州
布
教
は
ソ
テ
ー
ロ
、
ガ
ル
ヴ
エ
ス
、
バ
ラ
ハ
ス
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
西
日
本
を

主
力
と
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
奥
州
布
教
は
ソ
テ
ー
ロ
に
一
歩
お
く
れ
た
。
し
か
し
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
六
月
津
軽
に
流
刑
さ
れ
た
京

坂
地
方
出
身
キ
リ
シ
タ
ン
の
要
請
に
応
じ
て
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
長
崎
か
ら
仙
台
に
派
遣
さ
れ
た
ア
ン
ジ
エ
リ
ス
神
父
は
仙
台
領
の
著
名

な
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
後
藤
寿
安
や
草
苅
玄
蕃
ら
の
協
力
を
得
て
教
勢
を
拡
大
し
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
日
本
人
神
父
結
城
目
。
８
琶
○
巨
底
》

カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
神
父
目
品
。
：
○
胃
く
凹
房
。
（
日
本
名
長
崎
五
郎
右
衛
門
一
五
七
九
’
一
六
二
四
）
、
元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
ア
ダ
ミ
神
父
ｇ
ｏ
く
秒
員
目

（
蝿
）

旨
四
号
。
シ
§
目
と
日
本
人
神
父
式
見
冒
胃
冒
。
ｏ
匡
顧
目
が
着
任
し
、
多
数
の
信
者
に
洗
礼
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
元
和
三
年
イ
エ
ズ

半
右
衛
門
一
五

で
殉
教
し
た
。

台
に
着
任
し
、
伝
道
に
当
っ
て
い
た
。
ガ
ル
ヴ
エ
ス
神
父
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
江
戸
に
呼
び
還
さ
れ
、
浅
草
癩
療
院
で
働
い
て
い
た
が
、

同
年
十
二
月
火
刑
に
処
さ
れ
た
。
ま
た
バ
ラ
ハ
ス
神
父
は
転
宗
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
ポ
ル
ロ
詩
四
目
罵
冨
鳥
目
胃
○
（
日
本
名
寿
安
十
太
夫
、

半
右
衛
門
一
五
七
六
’
一
六
四
○
）
の
自
白
か
ら
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
十
二
月
仙
台
の
舟
奉
行
中
村
重
内
屋
敷
内
で
捕
え
ら
れ
、
翌
年
江
戸

（8） 8



ス
会
管
区
長
コ
ー
ロ
ス
に
宛
て
た
証
文
に
よ
れ
ば
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
信
者
は
、
仙
台
で
は
四
百
余
人
、
黒
川
郡
石
積
村
、
栗
原
郡
一
迫
・
三
迫

村
で
は
三
百
五
十
余
人
、
胆
沢
郡
見
分
村
、
磐
井
郡
志
津
村
、
東
磐
井
郡
矢
森
村
で
は
四
百
五
十
余
人
、
計
千
二
百
余
人
に
達
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
布
教
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
も
と
よ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
で
も
、
信
者
が
多
く
な
れ
ば
小
教
会
を
持
ち
、
病
院
や
施
療
所
を
併
設

し
て
い
た
か
ら
、
後
藤
寿
安
や
草
苅
玄
蕃
の
仙
台
屋
敷
は
も
と
よ
り
、
見
分
村
福
原
の
寿
安
館
を
初
め
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
村
灸
に
も
小
教
会

や
附
属
病
院
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
例
証
の
一
つ
と
し
て
、
元
和
三
年
十
月
の
コ
ー
ロ
ス
宛
証
文
に
署
名
し
た
信
者
代
表

の
な
か
、
一
迫
村
筆
頭
署
名
者
の
大
谷
石
庵
（
霊
名
は
う
ろ
）
、
三
迫
村
筆
頭
署
名
者
の
鈴
木
離
庵
、
志
津
村
次
席
署
名
者
の
千
葉
李
庵
は
い
ず

れ
も
村
医
で
、
信
者
の
中
心
人
物
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
元
和
十
年
（
一
六
二
四
）
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
神
父
が
捕
え
ら
れ
た
と
き
、
神
父
の
宿
を

つ
と
め
て
い
た
三
迫
村
の
七
十
歳
の
老
医
ヨ
ハ
ネ
安
斉
は
妻
ア
ン
ナ
、
僕
ル
イ
ス
、
親
族
ア
ン
ド
レ
ァ
市
右
衛
門
と
と
も
に
捕
え
ら
れ
て
殉
教

し
て
お
り
、
村
医
安
斉
宅
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
小
教
会
兼
附
属
病
院
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
妬
）

さ
ら
に
、
伊
達
氏
史
料
に
よ
れ
ば
、
密
告
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
な
か
に
は
医
師
が
多
く
見
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寛

永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
沢
辺
村
通
町
の
外
科
医
師
左
近
、
水
沢
大
町
の
医
師
甚
右
衛
門
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
こ
栗
原
郡
岩
ヶ
崎
村
の
医
師

甚
兵
衛
、
伊
達
安
房
守
殿
医
師
仲
庵
（
亘
理
村
）
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
処
刑
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ン
ス
コ
会
や
イ
エ
ズ
ス
会
の

甚
兵
衛
、
伊
達
安
房
守
殿
医
師
仲
庵
舎

救
療
活
動
と
は
無
縁
で
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
的
）
（
釦
）

杉
田
玄
白
の
『
和
藺
医
事
問
答
』
に
』

が
こ
れ
ら
キ
リ
シ
タ
ン
医
師
の
周
辺
か
合

慶
長
使
節
と
南
蛮
文
化

（
９
）イ
エ
ズ
ス
会
は
シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル
以
来
日
本
人
の
教
育
に
熱
意
を
持
ち
、
こ
と
に
永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
神
父
に
よ
る
医
学
教
授
と
施
術
を

禁
じ
て
以
来
、
教
育
一
辺
倒
と
な
り
、
永
禄
四
年
ト
ー
レ
ス
神
父
９
画
目
の
烏
弓
ｏ
弓
。
“
は
豊
後
府
内
（
現
大
分
市
）
の
教
会
に
最
初
の
初
等
学

『
和
藺
医
事
問
答
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
建
部
清
庵
（
一
七
二
一
’
八
二
）
や
そ
の
門
弟
の
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
’
一
八
二
七
）

シ
タ
ン
医
師
の
周
辺
か
ら
出
現
し
た
こ
と
も
偶
然
と
は
思
い
が
た
い
。
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校
を
開
設
し
て
読
書
、
音
楽
、
作
法
な
ど
を
教
え
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
に
は
約
二
百
校
に
達
し
た
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
来
日
し

た
巡
察
使
ヴ
ァ
リ
’
一
ヤ
ー
ノ
は
日
本
人
神
父
養
成
の
た
め
翌
年
セ
ミ
ナ
リ
ョ
貯
目
目
且
。
を
有
馬
に
開
設
し
、
翌
年
安
土
に
セ
ミ
ナ
リ
ョ
、

府
内
に
コ
レ
ッ
ジ
ョ
○
○
扁
哩
。
》
臼
杵
に
ノ
ビ
シ
ャ
ド
ｚ
ｏ
ぐ
冨
且
を
設
立
し
た
。
セ
ミ
ナ
リ
ョ
は
中
等
学
校
程
度
の
神
学
予
備
校
、
ノ
ビ
シ
ャ

ド
は
イ
ル
マ
ン
と
な
り
、
コ
レ
ッ
ジ
ョ
に
入
る
た
め
の
大
学
予
科
的
性
格
の
修
練
院
で
あ
り
、
コ
レ
ッ
ジ
ョ
は
神
学
、
哲
学
を
中
心
と
す
る
司

祭
の
養
成
機
関
で
、
新
制
大
学
に
相
当
す
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ッ
ジ
ョ
は
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
秀
吉
の
禁
教
令
の
と
き
豊
後
府
内

か
ら
有
馬
領
千
々
岩
に
移
り
、
天
正
十
八
年
有
馬
か
ら
加
津
佐
、
さ
ら
に
二
年
後
天
草
、
次
い
で
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
長
崎
に
移
り
、
慶
長

十
九
年
三
月
家
康
の
禁
教
令
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
創
立
以
来
施
療
に
重
点
を
置
き
、
教
会
附
属
病
院
を
設
け
て
い
た
が
、
ソ
テ
ー
ロ
は
西
日
本
に
布
教
の
重
点
を
置
く
イ

エ
ズ
ス
会
に
対
抗
し
て
東
日
本
に
布
教
す
る
に
あ
た
り
、
教
育
に
も
心
を
用
い
、
奥
州
こ
と
に
仙
台
に
コ
レ
ッ
ジ
オ
を
設
け
る
許
可
を
ロ
ー
マ

（
、
）

法
王
よ
り
得
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
六
一
六
年
（
元
和
２
）
一
月
八
日
付
カ
ル
ヂ
ナ
ル
・
ポ
ル
ゲ
ー
ゼ
の
書
翰
で
は
、
「
学
林
に
関
し
て

は
、
彼
地
方
に
耶
蘇
会
の
管
理
す
る
一
校
あ
り
、
法
王
そ
の
諸
費
を
支
給
す
る
こ
と
は
、
日
本
使
節
の
知
れ
る
と
こ
ろ
な
る
が
故
に
、
そ
の
地

に
於
て
之
を
可
な
り
と
認
め
な
ぱ
、
更
に
一
校
を
新
設
し
、
之
に
年
額
三
四
千
ス
ク
ー
ド
を
支
給
し
、
イ
ス
・
〈
ニ
ャ
よ
り
も
、
亦
多
少
の
給
与

を
な
す
を
可
な
り
と
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
慶
長
使
節
の
目
的
と
す
る
通
商
航
海
条
約
や
仙
台
学
林
設
置
は
法
王
の
許
可
を
得
た
に
も
拘
ら
ず
、
イ
ン
ド
顧
問
会
議
お
よ
び
枢

密
会
議
の
奏
議
に
よ
り
見
送
ら
れ
、
最
終
的
に
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
三
月
発
布
さ
れ
た
家
康
の
全
国
的
な
禁
教
令
の
強
化
に
よ
っ
て
失

敗
に
帰
し
た
。

（
１
）

伊
達
政
宗
は
常
長
が
帰
国
し
た
元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
九
月
よ
り
幕
府
に
同
調
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
を
開
始
し
た
が
、
支
倉
常
長
に
対
し

（
蝿
）
（
妬
）

て
は
も
と
よ
り
、
後
藤
寿
安
に
対
し
て
も
、
形
式
的
な
訊
問
に
と
ど
ま
り
、
む
し
ろ
放
置
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
た
と
え
ば
寛
永
九
年
（
一

六
三
二
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
検
挙
で
も
転
宗
す
る
も
の
は
全
く
放
置
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
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（
恥
）ま
た
横
沢
将
監
庸
宣
は
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
八
月
二
十
日
常
長
と
ソ
テ
ー
ロ
を
迎
え
る
た
め
、
サ
ン
フ
ア
ン
、
ハ
プ
チ
ス
タ
号
に
乗
船
し
て

堺
を
出
発
、
翌
年
五
月
ア
カ
プ
ル
コ
港
に
着
き
、
メ
キ
シ
コ
で
洗
礼
を
受
け
て
ド
ン
・
ア
ロ
ン
ソ
・
ハ
シ
ャ
ル
ド
の
教
名
を
受
け
、
元
和
六
年
八

（
妬
）

月
ル
ソ
ン
経
由
で
常
長
と
と
も
に
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
帰
国
後
は
後
藤
寿
安
と
並
ぶ
イ
エ
ズ
ス
会
の
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
と
な
り
、
元
和
七
年

（
ニ
ハ
一
二
）
八
月
十
四
日
付
で
ロ
ー
マ
法
王
の
大
赦
に
対
す
る
奉
答
文
で
は
寿
安
に
次
い
で
二
番
目
に
署
名
し
て
い
る
。
横
沢
将
監
は
そ
の

後
転
宗
し
て
重
用
さ
れ
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
寿
安
逃
亡
後
の
知
行
地
の
後
始
末
を
し
て
い
る
。

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
十
二
月
七
日
政
宗
は
江
戸
城
で
家
光
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
強
化
を
要
望
さ
れ
、
つ
い
に
後
藤
寿
安
を
追
放
し
た

が
、
転
宗
者
を
で
き
る
だ
け
保
護
し
て
い
る
こ
と
は
横
沢
将
監
の
場
合
に
承
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
蝿
）

し
か
る
に
、
元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
長
崎
に
届
い
た
パ
ウ
ロ
五
世
の
大
赦
を
奥
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
伝
え
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
ポ
ル
ロ
神
父

は
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
九
）
二
月
自
首
し
、
転
宗
後
約
一
年
で
病
死
し
た
が
、
そ
の
自
白
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
雫
ハ
ラ
ハ
ス
神
父
を

始
め
、
支
倉
常
長
ら
慶
長
使
節
に
関
与
し
た
信
者
ら
の
多
く
が
検
挙
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
常
長
と
と
も
に
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
に
渡
っ
た

中
条
帯
刀
並
び
に
神
尾
弥
次
右
衛
門
、
常
長
の
従
僕
と
し
て
南
蛮
に
同
行
し
た
勘
右
衛
門
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
○
六
）
以
来
仙
台
領
の
鉄
吹
方

所
が
設
け
ら
れ
た
本
吉
郡
馬
籠
村
の
肝
入
だ
っ
た
佐
藤
十
郎
左
衛
門
佐
渡
並
び
に
佐
藤
助
右
衛
門
、
栗
原
郡
三
迫
金
成
村
銭
吹
き
職
人
庄
右
衛

（
お
）

門
、
胆
沢
郡
見
分
村
銭
吹
き
職
人
小
伝
次
ら
が
密
告
に
よ
り
検
挙
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
条
帯
刀
佐
種
は
転
宗
し
て
、
そ
の
子
孫
は
仙
台
藩
婦

人
科
医
員
に
登
用
さ
れ
、
ま
た
佐
藤
佐
渡
は
常
長
に
従
っ
て
南
蛮
に
渡
っ
た
が
、
転
宗
し
、
棟
梁
と
し
て
馬
籠
村
製
鉄
の
中
心
人
物
と
な
っ

た
。
日
光
東
照
宮
に
政
宗
の
献
上
し
た
南
蛮
鉄
灯
籠
は
馬
籠
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
、
ポ
ル
ロ
神
父
の
自
白
で
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
ら
れ
た
の
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
拠
点
で
あ
っ
た
支
倉
常
長
の
遺
族
で
あ
っ
た
。

（
妬
）

す
な
わ
ち
、
二
男
常
道
は
逃
亡
、
常
長
と
と
も
に
ロ
ー
マ
に
渡
っ
た
勘
右
衛
門
の
ほ
か
、
常
長
の
従
僕
与
五
右
衛
門
夫
妻
、
太
郎
右
衛
門
夫

妻
、
常
頼
養
女
し
い
な
が
信
者
と
し
て
刑
死
し
、
常
頼
も
信
者
と
し
て
密
告
さ
れ
た
が
、
公
式
記
録
で
は
家
内
取
締
不
行
届
と
し
て
寛
永
十
七

年
（
ニ
ハ
四
○
）
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
、
六
十
貫
余
の
支
倉
家
は
断
絶
し
た
。
も
っ
と
も
、
当
時
四
歳
だ
っ
た
常
頼
の
実
子
常
信
が
二
十
二
歳
と
な

1■
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（
９
）

し
か
し
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
イ
エ
ズ
ス
会
は
神
父
に
よ
る
医
学
教
授
と
施
術
を
禁
止
す
る
規
則
が
伝
達
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
癩
患
者
を

見
て
入
信
し
た
聖
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
讐
旨
卑
脚
目
。
ｏ
“
８
亀
シ
い
い
菌
（
二
八
一
’
一
二
二
六
）
が
一
二
○
九
年
創
建
し
た
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
会
の
修
道
士

が
マ
ニ
ラ
か
ら
続
之
と
来
日
し
て
き
た
の
で
、
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
以
後
に
は
癩
者
の
た
め
の
病
院
が
教
会
に
附
属
し
て
建
て
ら
れ
た
。
す

（
お
）

な
わ
ち
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
バ
ウ
テ
イ
ス
タ
神
父
馬
号
。
層
目
“
国
が
豊
臣
秀
吉
へ
の
使
節
と
し
て
ル
ソ
ン
よ
り
来
朝
し
布
教
に
従
っ

て
か
ら
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
会
の
修
道
院
に
は
殆
ん
ど
す
べ
て
癩
病
院
が
附
設
さ
れ
、
こ
と
に
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
ヘ
ロ
ニ
モ
神
父
が
東
国
に
布

教
を
拡
大
し
た
の
で
、
救
癩
を
含
む
医
療
事
業
は
大
坂
、
長
崎
、
京
都
だ
け
で
な
く
江
戸
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
政
宗
の
側
室
が
ソ
テ
ー
ロ

の
所
管
す
る
江
戸
の
修
道
院
附
属
病
院
で
ブ
ル
ギ
ー
リ
ョ
ス
の
治
療
を
受
け
て
治
癒
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
○
七
）
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
も
公
式
に
江
戸
布
教
を
開
始
し
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
浅
草
の
癩
病
院
に
対
し

（
皿
（
蝿
）
（
略
）

て
、
イ
エ
ズ
ス
会
で
は
品
川
に
癩
病
院
を
開
設
し
た
の
で
、
そ
れ
以
後
奥
州
の
布
教
と
救
癩
・
医
療
事
業
は
両
会
が
拮
抗
し
て
従
事
す
る
こ
と

仙
台
藩
と
南
蛮
医
学

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル
の
来
日
以
来
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
医
療
も
イ
エ
ズ
ス
会
の
慈
恵
事
業
の

（
９
）

一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
と
く
に
著
明
な
の
は
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
来
日
し
た
Ｆ
昌
吻
号
乞
目
の
匙
秒
（
一
五
二
八
’
八
四
）
で
、
弘

治
三
年
（
一
五
五
七
）
正
月
豊
後
府
内
（
現
大
分
市
）
の
病
院
で
診
療
を
行
っ
た
の
が
わ
が
国
に
お
け
る
病
院
の
初
め
で
あ
る
。
そ
の
後
病
人
の

増
加
に
よ
り
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
七
月
内
科
病
棟
を
新
築
し
、
従
来
内
外
科
兼
用
の
旧
病
棟
は
外
科
病
棟
と
し
て
ア
ル
メ
イ
ダ
自
身
が
臨
床

教
授
を
行
な
い
、
内
科
は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
。
ハ
ウ
ロ
教
善
、
ミ
ゲ
ル
、
ト
マ
ス
内
田
ら
が
引
き
つ
づ
き
担
当
し
、
癩
病
棟
も
併
設
さ
れ
て
い

た
0 っ

た
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
勘
気
御
免
と
な
り
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
六
月
三
日
三
十
二
歳
の
時
五
貫
余
の
知
行
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ

は
慶
長
使
節
を
勤
め
た
常
長
の
功
に
酬
い
る
仙
台
藩
の
配
慮
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（12） 12



さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
常
長
の
随
員
の
一
，

永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
二
月

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
釈
放
さ
Ｌ

（
蛆
）
伊
達
世
臣
家
譜
に
よ
る
と
、

前
述
の
よ
う
に
、
イ
｝
一
ズ
ス
会
の
ア
ル
メ
イ
ダ
や
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
会
の
ブ
ル
ギ
ー
リ
ョ
ス
の
施
療
を
受
け
た
人
々
の
間
で
は
、
南
蛮
医
学
が

（
８
）
（
９
）
（
虹
）
（
犯
）

漢
方
医
学
に
ま
さ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
わ
が
国
に
南
蛮
医
学
と
し
て
定
着
し
た
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
○
胃
』
‐

胃
。
乱
。
周
胃
旬
目
（
日
本
名
沢
野
忠
庵
一
五
八
○
’
一
六
五
○
）
の
伝
え
た
南
蛮
流
外
科
が
噴
矢
で
あ
る
。
フ
エ
レ
イ
ラ
神
父
は
慶
長
十
五
年
（
一

六
一
○
）
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
教
区
長
と
し
て
長
崎
に
来
た
が
、
寛
永
十
年
（
ニ
ハ
三
三
）
背
信
し
て
禅
宗
に
帰
依
し
、
沢
野
忠
庵
と
称
し
て
医

療
を
行
い
、
南
蛮
流
外
科
秘
伝
書
と
し
て
流
布
し
た
が
、
元
禄
九
年
（
ニ
ハ
九
六
）
阿
蘭
陀
外
科
指
南
と
改
題
し
て
出
版
さ
れ
た
。
忠
庵
の
門
人

に
は
半
田
順
庵
、
杉
本
忠
恵
、
吉
田
安
斉
、
西
吉
兵
衛
な
ど
が
輩
出
し
て
、
忠
庵
流
外
科
を
ひ
ろ
め
た
。

一
方
、
栗
崎
道
喜
（
一
五
六
六
’
一
六
四
九
）
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
九
歳
の
時
蕃
船
に
て
ル
ソ
ン
に
入
り
、
十
四
歳
の
と
き
外
科
を
志

し
、
慶
長
年
間
三
十
余
歳
で
帰
国
し
、
金
創
仕
掛
を
著
わ
し
、
栗
崎
流
外
科
を
創
唱
し
た
。

寛
文
年
間
（
ニ
ハ
六
一
’
七
三
）
に
至
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
取
締
が
強
化
さ
れ
る
や
、
忠
庵
流
や
栗
崎
流
の
南
蛮
流
外
科
は
紅
毛
阿
蘭
陀
流
外
科

（
躯
）
（
瀦
）

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
長
崎
出
島
の
藺
館
医
の
伝
え
た
阿
蘭
陀
流
外
科
の
嗜
矢
は
、
慶
安
二
年
（
ニ
ハ
四
九
）
九
月
和
蘭
商
館
長
。
ヘ
ー

テ
ル
・
フ
ロ
ク
ホ
ー
ゥ
コ
ー
ス
と
と
も
に
医
官
と
し
て
長
崎
出
島
に
着
任
し
、
同
年
十
一
月
の
江
戸
参
府
に
随
行
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
○
四
名
目

降
冨
日
胃
侭
胃
で
あ
る
。
カ
ス
パ
ル
の
教
え
た
カ
ス
パ
ル
流
外
科
を
わ
が
国
に
伝
承
し
た
の
は
長
崎
の
和
蘭
通
詞
猪
股
伝
兵
衛
で
あ
る
。

（
四
）
（
鱒
）
（
型
）

伝
兵
衛
の
嫡
子
伝
四
郎
松
順
は
カ
ス
・
ハ
ル
直
伝
の
カ
ス
パ
ル
流
外
科
を
学
ん
で
、
天
和
三
年
（
ニ
ハ
八
三
）
伊
達
家
に
仕
え
、
外
科
医
員
に
採
用

に
な
っ
た
。

（
虹
）
（
妬
）
（
妬
）

常
長
の
随
員
の
一
人
で
あ
っ
た
中
条
帯
刀
佐
種
は
南
蛮
医
学
こ
と
に
婦
人
科
学
を
修
め
た
が
、
密
告
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
寛

（
一
六
四
三
）
二
月
よ
り
正
保
元
年
（
ニ
ハ
四
四
）
八
月
ま
で
江
戸
で
入
牢
し
た
が
、
寛
永
十
二
年
（
ニ
ハ
三
五
）
以
来
棄
教
し
て
い
る

め
ら
れ
、
釈
放
さ
れ
た
。
婦
人
科
医
員
と
し
て
仙
台
藩
医
員
に
採
用
さ
れ
た
中
条
養
喜
は
帯
刀
の
子
孫
で
あ
る
。

臣
家
譜
に
よ
る
と
、
勝
田
宋
閑
は
寛
永
十
三
年
（
ニ
ハ
一
三
ハ
）
南
蛮
阿
蘭
陀
流
外
科
を
以
て
仙
台
藩
医
員
と
な
り
、
小
川
内
玄
琢
は
寛
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仙
台
藩
医
員
は
百
十
八
家
あ
り
、
そ
の
う
ち
外
科
（
瘍
科
）
は
十
七
家
で
あ
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
す
べ
て
南
蛮
阿
藺
陀
流
外
科
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
江
戸
で
政
宗
の
側
室
の
難
病
が
ブ
ル
ギ
ー
リ
ョ
ス
の
治
療
に
よ
っ
て
治
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
宗
が
南
蛮
医
学

の
優
秀
性
を
認
め
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
藩
学
養
賢
堂
よ
り
分
離
造
営
さ
れ
た
仙
台
藩
医
学
校
に
、
全
国
に
魁
け
て
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
三
月
藺
科
が
創

設
さ
れ
、
佐
々
木
中
沢
（
一
七
九
○
’
一
八
四
六
）
を
外
科
教
授
と
し
て
招
聰
し
た
の
は
外
科
医
員
の
子
弟
の
教
育
が
目
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
仙
台
藩
医
員
に
は
外
科
や
婦
人
科
に
南
蛮
阿
藺
陀
流
外
科
の
多
か
っ
た
こ
と
は
政
宗
以
来
南
蛮
医
学
尊
重
の
仙
台
藩
の
方
針

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

文
年
間
（
一
六
六
一
’
七
三
）
蘭
医
へ
ム
テ
レ
シ
ヲ
ヘ
イ
及
び
西
玄
甫
よ
り
南
蛮
阿
藺
陀
流
外
科
を
学
び
、
ま
た
吉
田
意
雲
は
京
都
の
田
中
法
眼

意
徳
よ
り
南
蛮
流
外
科
を
学
ん
で
仙
台
藩
医
員
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
勝
田
別
家
の
勝
田
寿
閑
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
京
都
の
長

崎
徳
安
よ
り
カ
ス
。
ハ
ル
流
外
科
を
学
び
、
ま
た
、
木
村
宗
家
の
木
村
寿
徳
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
よ
り
三
年
間
阿
藺
陀
通
詞
楢
林
重
兵
衛
よ

り
楢
林
流
外
科
を
学
び
、
同
十
年
（
一
七
九
八
）
仙
台
北
郊
の
七
北
田
刑
場
で
仙
台
藩
に
お
け
る
最
初
の
解
剖
を
行
っ
た
。

と
く
に
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
蘭
学
の
泰
斗
大
槻
玄
沢
は
仙
台
藩
外
科
医
員
に
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
星
松
悦
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
玄

沢
よ
り
阿
蘭
陀
流
外
科
を
学
び
、
西
村
理
水
は
同
十
三
年
、
次
い
で
猪
股
松
順
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
紀
州
の
華
岡
青
洲
よ
り
華
岡
流
外
科

を
学
ん
で
い
る
。む

す
び

伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
’
一
六
三
六
）
が
家
臣
支
倉
常
長
（
一
五
七
一
’
一
六
一
三
）
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
神
父
冒
房
牙
邑
。
（
一
五
七
四
’

一
六
二
四
）
を
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
と
イ
ス
・
ハ
ニ
ャ
経
由
で
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
た
慶
長
使
節
（
一
六
一
三
’
二
○
）
は
、
東
日
本
と
新
イ
ス
パ
ニ
ャ
と

の
日
本
船
に
よ
る
貿
易
を
企
図
し
た
徳
川
家
康
（
一
五
四
一
Ｔ
一
六
一
六
）
と
秀
忠
（
一
五
七
九
’
一
六
三
二
）
の
計
画
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
牡
鹿
郡
月
の
浦
で
建
造
し
た
五
百
ト
ン
級
の
小
型
ガ
レ
オ
ン
船
殴
冒
旨
凹
ご
願
昌
函
国
号
に
乗
船
し
た
常
長
と
ソ
テ
ー
ロ
は
一
六

一
三
年
（
慶
長
喝
）
十
月
二
十
八
日
月
の
浦
を
出
港
し
、
太
平
洋
・
太
西
洋
を
横
断
し
て
、
一
六
一
五
年
（
元
和
１
）
十
月
二
十
五
日
ロ
ー
マ
に

到
着
、
圃
○
き
ぐ
に
謁
見
、
同
年
十
一
月
二
十
日
常
長
は
貴
族
に
列
し
、
パ
ラ
チ
ノ
伯
に
任
ぜ
ら
れ
、
ロ
ー
マ
の
公
民
権
を
与
え
ら
れ
た
。
常

長
は
法
王
よ
り
奥
州
に
フ
ラ
ン
シ
ス
『
一
会
の
司
教
を
置
き
、
学
林
８
．
岸
唱
。
）
を
設
立
す
る
許
可
を
得
た
が
、
イ
ス
パ
ニ
ャ
並
び
に
新
イ
ス
パ

’
一
ヤ
と
の
間
の
通
商
航
海
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
新
イ
ス
パ
ニ
ヤ
副
王
、
マ
ニ
ラ
政
庁
の
反
対
意
向
を
重
視
し
た
イ
ン
ド
顧
問
会
議
と
枢
密

会
議
の
決
議
に
よ
り
見
送
ら
れ
、
ま
た
司
教
設
置
に
つ
い
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
反
対
を
受
け
、
最
終
的
に
は
慶
長
十
九
年

（
一
六
一
四
）
三
月
徳
川
家
康
の
発
布
し
た
全
国
的
な
禁
教
令
の
強
化
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
九
月
二
十
三
日
言
一
ラ
経
由
で
帰
国
し
た
常
長
は
知
行
地
の
胆
沢
郡
小
山
村
（
現
胆
沢
町
）
で
元
和
八
年
（
一
六
一
三
）

七
月
一
日
五
十
二
歳
で
病
死
し
、
菫
た
同
年
八
月
マ
ニ
ラ
よ
り
潜
入
し
た
ソ
テ
ー
ロ
は
長
崎
で
捕
え
ら
れ
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
七
月
十
二

日
五
十
一
歳
で
火
刑
に
さ
れ
、
慶
長
使
節
の
使
命
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
常
長
に
同
行
し
た
中
条
帯
刀
は
南
蛮
医
学
こ
と
に
婦
人
科
学
を
学
び
、
子
孫
の
中
条
養
喜
は
仙
台
藩
医
員
（
婦
人
科
）
に
採
用
さ

れ
、
ま
た
、
佐
藤
佐
渡
は
南
蛮
鉄
製
法
を
学
び
、
鉄
吹
方
所
の
棟
梁
と
し
て
仙
台
藩
製
鉄
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
。

仙
台
藩
で
布
教
し
た
ソ
テ
ー
ロ
を
始
め
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
に
は
医
術
の
心
得
の
あ
る
も
の
が
多
く
、
教
会
に
は
附

属
病
院
が
設
け
ら
れ
、
仙
台
藩
の
医
師
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
る
者
が
多
か
っ
た
。

伊
達
政
宗
は
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
側
室
の
難
病
を
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
教
会
附
属
病
院
長
評
号
。
号
国
巨
凋
匿
。
い
の
投
薬
に
よ
っ
て

治
っ
た
の
が
機
縁
と
な
っ
て
ソ
テ
ー
ロ
と
親
交
を
結
ん
だ
だ
け
に
南
蛮
文
化
こ
と
に
南
蛮
医
学
に
関
心
を
持
ち
、
和
藺
商
館
医
員
。
”
名
目

胃
冨
日
胃
侭
禺
よ
り
カ
ス
パ
ル
流
外
科
を
学
ん
だ
猪
股
伝
兵
衛
の
嫡
子
松
順
を
始
め
、
仙
台
藩
医
員
百
十
八
家
の
う
ち
の
外
科
医
員
十
七
家
は

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
南
蛮
阿
藺
陀
流
外
科
で
あ
っ
た
。

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
藩
学
養
賢
堂
か
ら
分
離
造
営
さ
れ
た
仙
台
藩
医
学
校
に
、
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
三
月
佐
倉
木
中
沢
（
一
七
九
○
Ｉ
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一
八
四
六
）
を
外
科
教
授
と
し
て
招
聰
し
、
全
国
に
魁
け
て
西
洋
医
学
講
座
を
開
設
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
伊
達
政
宗
卿
の
南
蛮
遣
使

（
５
）
旧
仙
台
藩
治
概
要
明
型

（
６
）
南
蛮
文
化
渡
来
記
ア
ル

（
７
）
伊
達
政
宗
記
並
使
節
紀
行

（
８
）
日
本
の
医
学
石
原
明

（
９
）
南
蛮
文
化
海
老
沢
有
道

（
、
）
大
日
本
史
料
第
十
二
編
之

（
、
）
伊
達
政
宗
卿
伝
記
史
料

（
皿
）
文
化
人
伊
達
政
宗
に
つ
い

（
蝿
）
仙
台
郷
土
史
の
研
究
伊

（
皿
）
東
北
切
支
丹
史
浦
川
和

（
巧
）
奥
羽
切
支
丹
史
菅
野
義

（
略
）
ぷ
ち
の
く
切
支
丹
只
野

（
Ⅳ
）
慶
長
使
節
松
田
毅
一

（
鴫
）
日
本
切
支
丹
宗
門
史
し

（
四
）
仙
台
藩
に
於
け
る
医
学
及

（
卯
）
建
部
清
庵
の
医
学
（
日
本

（
虹
）
切
支
丹
の
社
会
活
動
及
南

引
用
文
献

（
１
）
支
倉
常
長
伝
支
倉
常
長
顕
彰
会

（
２
）
。
ヘ
ア
ト
・
ル
イ
ス
・
ソ
テ
ー
口
伝

（
３
）
米
欧
回
覧
実
記
久
米
邦
武
昭
弱

日
本
切
支
丹
宗
門
史
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
昭
過

仙
台
藩
に
於
け
る
医
学
及
蘭
学
の
発
達
（
仙
台
市
史
）
山
形
敞
一

建
部
清
庵
の
医
学
（
日
本
医
史
誌
）
山
形
敞
一
昭
盟

切
支
丹
の
社
会
活
動
及
南
蛮
医
学
海
老
沢
有
道
昭
鵡

慶
長
使
節
松
田
毅
一
昭
娚

南
蛮
文
化
海
老
沢
有
道
昭
鍋

大
日
本
史
料
第
十
二
編
之
十
二
明
哩

伊
達
政
宗
卿
伝
記
史
料
藩
祖
伊
達
政
宗
公
顕
彰
会
昭
昭

文
化
人
伊
達
政
宗
に
つ
い
て
（
ろ
う
さ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
山
形
敞
一

仙
台
郷
土
史
の
研
究
伊
東
信
雄
昭
弘

東
北
切
支
丹
史
浦
川
和
三
郎
昭
詑

奥
羽
切
支
丹
史
菅
野
義
之
助
昭
狛

ぷ
ち
の
く
切
支
丹
只
野
淳
昭
昭

伊
達
政
宗
卿
の
南
蛮
遣
使
と
使
節
支
倉
六
右
衛
門
伊
達
政
宗
公
顕
彰
会
昭
蝿

ア
ル
マ
ン
ド
・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
・
ジ
ャ
ネ
イ
ラ

紀
行
シ
ピ
オ
ネ
・
ア
マ
チ
明
誕

昭
弘
昭
銅

昭
印
ロ
レ
ン
ソ
・
ペ
レ
ス
昭
娼

昭
妬 昭

師
昭
拓
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冒
尉
四
目
冒
局
ら
員
⑦
》
切
目
四
目
も
ロ
ｓ
ｏ
ｍ
①
冒
切
①
ご
昌
計
揖
弓
四
目
⑦
冒
画
唱
国
農
①
（
勗
忌
ｌ
扇
瞳
）
８
”
○
日
⑦
）
〆
国
号
α
昌
冨
ご
旨

由

（
届
届
ｌ
届
ｇ
）
》
乏
畠
８
旨
①
ｍ
２
国
冨
四
言
四
二
の
四
国
Ｑ
旨
ゆ
く
侭
昌
５
旨
弓
①
回
ご
〉
８
，
２
口
で
四
。
巳
庁
唱
○
ｍ
目
昌
一
胃
８
夢
①
シ
冒
四
言
勗
四

ａ

ｏ
ｏ
］
庁
唱
０
９
号
①
］
凰
日
芹
ｍ
閉
乏
巴
』
農
８
２
ｓ
こ
－
号
四
国
３
９
門
四
目
ｇ
ｏ
８
ｍ
⑦
旨
の
の
旨
旦
昌
．
目
呂
目
③
冒
秒
、
画
乏
農
唱
ぐ
⑦
昌
昏
①

自

由

昌
庁
ｇ
８
ｐ
昌
島
勺
巴
昌
旨
○
ご
く
弔
○
胃
も
釦
昌
ぐ
四
目
ｑ
３
ｏ
ｑ
ぐ
＆
閃
○
目
画
自
ら
目
Ｎ
①
国
吾
巷
．
、
○
且
○
局
①
Ｃ
ａ
ぐ
＆
胃
貝
冒
閉
５
目

●
争

■
●

再
○
ヶ
①
ぬ
ず
芦
埠
５
℃
．
閉
山
○
雲
『
①
ぐ
①
司
舜
弓
①
の
も
四
口
］
い
ず
も
ロ
ぐ
言
○
○
自
国
ｇ
』
固
旦
ぐ
』
函
の
阜
弄
毎
①
】
添
甘
目
ｍ
○
由
の
で
昌
冒
計
○
壱
○
ｍ
芹
で
○
国
①
詳
苛
①
画
、
門
①
①
閂
日
①
口
言

巳

閏
ロ
ユ
画
昌
巳
辱
）
ず
の
６
画
易
⑦
○
局
号
①
で
８
三
三
骨
ざ
旨
○
局
○
｝
肖
芦
駕
冒
且
こ
ず
く
序
琶
農
巨
弓
○
宍
匡
的
シ
ミ
四
言
易
い
弓
①
国
函
昏
①
冒
①
具
昌
一
牙
の

旬
四
．
貝
葛
湯
目
ぐ
凹
冒
》
①
開
月
冒
さ
局
国
農
具
巨
局
色
哩
ｍ
昌
庁
四
目
Ｑ
ｏ
冨
圃
の
冒
号
壱
．

目
目
①
言
Ｐ
霞
○
ず
且
○
ミ
の
胃
８
ｚ
⑦
葛
の
固
四
旨
農
煙
豐
す
○
己
冒
胃
①
島
国
尉
碍
昌
昌
四
目
Ｑ
庁
胃
ご
＆
①
理
冒
⑦
の
昌
○
喝
．
弓
胃

号
。
⑦
畠
Ｑ
四
具
ｇ
ｏ
ゴ
ヨ
○
〉
患
。
底
ｇ
〕
昼
○
冨
８
目
⑦
秒
鴎
『
旨
⑦
ｎ
ｏ
ざ
哩
黒
○
津
胃
己
翼
①
ｏ
宮
冒
．
、
且
○
静
ａ
序
囚
曽
８
号
の
乏
劇
急
目

（
記
）
日
本
医
学
史
富
士
川
勝
明
諏

（
麹
）
仙
台
藩
と
独
逸
医
学
（
日
本
医
史
誌
）
山
形
敞
一

（
鯉
）
医
史
資
料
（
富
士
川
勝
著
作
集
、
）
富
士
川
勝

（
妬
）
東
藩
日
新
医
事
略
説
鈴
木
省
三
大
晦

困
凰
具
己
巨
厨
の
ご
ロ
四
国
Ｑ
国
画
禺
言
Ｑ
貝
誘
武
臼
〕
旨
①
ユ
言
言
①

昭昭
5716の

房
。
旨
匡
母
シ
冒
閂
少
の
シ
弓
少

ご
望
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wayofironmanuft,ctureandplayedthecentralroleinironmanuihctureintheSendaiclan.

Masamune'smistresswasoncetreatedbyPedrodeBurguillosinl610.Pedrowasheadofthe

associatedhospitalofaFranciscanchurch.ThisincidenceconnectedMasamuneandSotelo,and

Masamuneljecameinterestedinwesternscienceespeciallyinmedicine.Therewerell8housesofmedi-

cineintheSendaiclanandl7ofthemweresurgicalstaffbandalmostallofthesesurgiCalstaff、

memberlearnedDutchmedicine.

Therefbreitiseasytounderstandwhyinl822MarchChntakuSasaki(1790-1846)wasselectedas

theprofbssorofsurgeryandchiefoftheDutchDepartmenttothemedicalschooloftheSendaiclan

whichwasseparatedfiFomYokendoinl817.

②
門

（
ぬ
［
）


